
Jブルークレジット 制度～ブルーカーボン由来のカーボンクレジット制度～

○ 2050年カーボンニュートラルの実現に向けて、ブルーカーボン生態系を活用したCO2吸収源の拡大を図る
ため、国土交通省が設立を認可したジャパンブルーエコノミー技術研究組合において、藻場の保全活動等の
実施者（NPO、環境活動団体等）により創出されたCO2吸収量を認証し、クレジット取引を可能とする「Jブ
ルークレジット 制度」を実施している。
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Jブルークレジット®制度のイメージ

NPO・環境活動団体等
クレジット取引

【Ｊブルークレジット®認証実績】
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【Ｊブルークレジット®公募譲渡取引実績】

○令和5年度第4回購入申込者公募
（令和6年5月17日時点）
・取引量：127.3 （t-CO2）
・購入企業・団体数：89（重複延べ数）
・平均取引単価：79,959（円/ｔ-CO2） （税抜）
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